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長崎県柔道協会小学生強化指定選手について 

1. 目  的： 
 長崎県柔道協会は，柔道をとおして豊かな心とたくましい体をつくり優れた技をみ

がき，少年達が健全に成長するように努力している。 
 近年，少子化にともない県内の柔道人口は減少傾向にある。少年達に柔道が魅力あ

るすばらしいスポーツであることを認識させ，強い意欲をもって積極的に練習に取組

むよう奨励し，平成２６年度に開催される長崎国体に向けて，普及振興と強化の意識

向上をはかる。 
 

2. 愛  称：「２００７Ｎ
エヌ

マーク選手」 
 
3. 選考方法：長崎県道場連盟大会（３月）の大会結果で選考する 
 
4. 強化内容：長崎県柔道協会より指定書とワッペンを配布。 
    指定選手合宿を実施。 

 
5. 指定期間：次年度の本大会まで１年間とする。 
 
6. 指定選手数と条件： 
男 子 
・ １年生 → １，２位の選手 ２名 
・ ２年生 → １，２位の選手 ２名 
・ ３年生 → １，２位の選手 ２名 
・ ４年生軽量級 → １～３位の選手 ４名 
・  〃 重量級 → １～３位の選手 ４名 
・ ５年生軽量級 → １～３位の選手 ４名 
・  〃 重量級 → １～３位の選手 ４名 
・         計２２名 
女 子 
・ １，２年生  
・ ３，４年生  
・ ５年生軽量級 
・  〃 重量級 

＜各学年最低指名数＞ 

１年 ２年 ３年 ４年 ５年軽量 ５年重量

２ ２ ２ ４ ４ ４ 

                            計１８名（最大２０名） 

合 計 ４０～４２名 

各種目１，２位の選手 
但し，各学年で以下の最低人数を確保できない場合は，

３位又はその他から選考することができる。 
※別紙選考パターン参照 



（別　紙）

女子の指定選手の選考パターン ●指定選手

１，２年生の部
1年 2年 計

１年 ● １年 ● １年 １年 ２年●● 2 2 4
１年 ● １年 ● ２年 ● ２年 ● 2 2 4
１年 ● １年 ● １年 ２年 ● ２年● 2 2 4
２年 ● ２年 ● １年 ● １年 ● 2 2 4
２年 ● ２年 ● ２年 ２年 １年●● 2 2 4
２年 ● ２年 ● １年 ● ２年 １年● 2 2 4
１年 ● ２年 ● １年 ● １年 ● ２年● 3 2 5
１年 ● ２年 ● ２年 ● ２年 ● １年● 2 3 5
１年 ● ２年 ● １年 ● ２年 ● 2 2 4
２年 ● １年 ● １年 ● １年 ● ２年● 3 2 5
２年 ● １年 ● ２年 ● ２年 ● １年● 2 3 5
２年 ● １年 ● １年 ● ２年 ● 2 2 4

３，４年生の部
3年 4年 計

３年 ● ３年 ● ３年 ３年 ４年●●●● 2 4 6
３年 ● ３年 ● ４年 ● ４年 ● ４年●● 2 4 6
３年 ● ３年 ● ３年 ４年 ● ４年●●● 2 4 6
４年 ● ４年 ● ３年 ● ３年 ● ４年●● 2 4 6
４年 ● ４年 ● ４年 ● ４年 ● ３年●● 2 4 6
４年 ● ４年 ● ３年 ● ４年 ● ３年● ４年● 2 4 6
３年 ● ４年 ● ３年 ● ３年 ● ４年●●● 3 4 7
３年 ● ４年 ● ４年 ● ４年 ● ３年● ４年● 2 4 6
３年 ● ４年 ● ３年 ● ４年 ● ４年●● 2 4 6
４年 ● ３年 ● ３年 ● ３年 ● ４年●●● 3 4 7
４年 ● ３年 ● ４年 ● ４年 ● ３年● ４年● 2 4 6
４年 ● ３年 ● ３年 ● ４年 ● ４年●● 2 4 6

５，６年生軽量級の部（重量級も同扱い）
5年 6年 計

５年 ● ５年 ● ５年 ● ５年 ● 4 0 4
５年 ● ５年 ● ６年 ６年 ５年●● 4 0 4
５年 ● ５年 ● ５年 ● ６年 ５年● 4 0 4
６年 ６年 ５年 ● ５年 ● ５年●● 4 0 4
６年 ６年 ６年 ６年 ５年●●●● 4 0 4
６年 ６年 ５年 ● ６年 ５年●●● 4 0 4
５年 ● ６年 ５年 ● ５年 ● ５年● 4 0 4
５年 ● ６年 ６年 ６年 ５年●●● 4 0 4
５年 ● ６年 ５年 ● ６年 ５年●● 4 0 4
６年 ５年 ● ５年 ● ５年 ● ５年● 4 0 4
６年 ５年 ● ６年 ６年 ５年●●● 4 0 4
６年 ５年 ● ５年 ● ６年 ５年●● 4 0 4

３位以外

１位 ２位 ３位以外

３位

３位

１位 ２位

１位 ２位 ３位 ３位以外


